
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

1 現状維持 - 1 現状維持（名寄市立総合病院）

体 制 整 備 4 現状維持 - 4
現状維持
（士別市立病院、名寄三愛病院、吉田病院、美深厚生病院）

0 運用開始 - 0 現状変化なし

男性 35.1 減少 - データなし

女性 16.6 減少 - データなし

特定健康診査受診率（％） 49.2 増加 - 48.8 現状より減少

特定保健指導実施率（％） 72.5 増加 - 76.8 現状より増加

男性 130.0 減少 - データなし

女性 126.2 減少 - データなし

男性 115.7 減少 - 令和４年度の数値が判明後、評価を行う。

女性 108.0 減少 - 令和４年度の数値が判明後、評価を行う。

２　主な取組の内容等

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　02  脳卒中の医療連携体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

取組の内容 実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

特定健康診査・特定保健指導の実施・受診勧奨 ・管内８市町村で実施
・特定健康診査の意義を広く周知し、危険因子のある者への支援を
早期に開始し、発症予防に努めることが必要である。

・今後も、健診受診率を増加させていくための効果的な受診勧奨・普及
啓発を推進.。
・高血圧や糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドローム、喫煙習慣が
ある者への支援の早期開始に努める。
・特定健診受診率向上対策事業（データ受領）について関係機関と連携
し推進を図る。
・市町村の減塩に係る取組状況を把握し、減塩対策を引き続き推進す
る。

20才未満の者の喫煙防止講座の実施 ・小中学校（１件）
・発がんリスクの低減を図るため、全ての道民が喫煙の及ぼす健康
影響について十分に認識することが必要であり、喫煙率の低下など、
たばこ対策を一層推進する必要がある。

喫煙の健康への影響に関する情報提供や住民が健康のために望まし
い生活習慣及びがんに関する正しい知識を身につけることができるよ
う、関係機関が連携して普及啓発を行う。

受動喫煙防止対策

・北海道きれいな空気の施設登録
　管内第二種施設（飲食店を除く）に対し、登録促進に向
けたリーフレットを送付。（新規８件）
・受動喫煙防止対策に関する普及啓発等
　（1）ホームページ及び新聞等による普及啓発
　（2）世界禁煙デー及び禁煙週間における普及啓発
　（3）市町村等への禁煙啓発機器の貸出しや人的支援
・地域説明会
　①士別地方食品衛生協会　３３名
　②名寄地方食品衛生協会　３５名
・受動喫煙防止に係る相談対応　　２件（助言指導含む）

・事業者の改正健康増進法の取組が進んでいないところもある。
・受動喫煙防止について、広く周知されるよう普及啓発を行う。
・事業者等の受動喫煙防止に係る苦情・相談対応及び指導を行う。

急性期医療を担う医療機関数（か所）
北海道保健福祉部調査
公表機関（令和５年４月１
日現在）

回復期リハビリテーションが実施可能な医療機
関（か所）
地域連携クリティカルパスを導入している医療機
関（か所）

実 施 件 数 等

喫煙率（％）
ＮＤＢオープンデータ
［厚生労働省］（令和３年度） 新データなし

特定健診・特定保健指導
実施結果集計表［北海道
国民健康保険団体連合
会］（令和４年度）

住民の健康状態
等

高血圧の改善
収縮期血圧の平均値
(40～74歳）

ＮＤＢオープンデータ
［厚生労働省］（令和３年
度）

新データなし

地域保健情報年報
（令和３年度）

新データなし
脳血管疾患死亡率
（人口10万対）
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